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教育と出版の伝統 

    

附属図書館長  長谷川 成一 

 

新入生諸君、入学おめでとう。皆さんが、これから４

年ないし６年間、勉学に励むことになる弘前の地につ

いて、私の専門（日本近世史）に関わる観点から、同

市の文化・教育の基礎は、藩政時代に築かれたことを

述べたいと思います。 

 弘前市は文化の薫り高い都市であると、よく言われ

ます。それは、国指定・登録・選択・選定文化財が４４

件、重要美術品認定文化財が１件、青森県の指定文

化財（県重宝を含む）が５４件、弘前市指定文化財が

１４１件、合計２４０件の文化財（『弘前の文化財』弘前

市教育委員会 ２０１０年）を持つ都市であることが大

いに影響しているのは間違いありません。これほど豊

かな文化財に恵まれている都市は、同規模の都市で

は稀な存在といえるでしょう。 

 それだけではありません。皆さんは、約２００年前に

総合大学とも呼べるような高等教育機関が弘前市に

あったことをご存じでしょうか。 

 江戸時代、各藩では藩士とその子弟を教育するた

めに藩直営の学校（藩校・藩学と称します）を設立しま

した。特に１８世紀から１９世紀にかけて、数多くの藩

校が創設されました。弘前藩では、寛政８年（１７９６）、

藩校「稽
けい

古
こ

館
かん

」を弘前城追手門外東南、現在の追手

門広場一帯に建設。校名は、『堯典
ぎょうてん

』冒頭の「ここに

古（いにしえ）の帝堯
ていぎょう

を稽（かんが）うるに」から命名さ

れました。同年７月９日には、入学式を執り行い、約３

００名が入学しました。校舎は東西対称の平屋建てで、

西に１４歳以下の生徒が学ぶ養正堂、東に１５歳以上

が学ぶ志学堂が配されました（図１参照）。学問のレ

ベルが向上すると、博習堂・審問堂・広業堂・成器堂

と進みました。 

 稽古館では、経学・兵学・天文暦学・紀伝学・法律

学・数学・書学・医学・雅楽・武芸を教え、教授陣は、

当時儒学者として高名な山崎蘭洲
や ま ざ き ら ん し ゅ う

ら一流の学者を揃

えました。後には、江戸幕府の官学である昌平黌
し ょ う へ い こ う

（東

京大学の前身）の学頭を務めた黒瀧藤太
く ろ た き と う た

らも名を連

ねています。人件費を除いた藩校の運営費３０００石

は、実に弘前藩の領知高の７パーセント強に相当しま

した。藩がいかに力を入れ、藩校教育に期待したか、

窺うことができるでしょう。後年、稽古館を承継した東

奥義塾からは、陸
く が

羯
かつ

南
なん
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